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UD新ゴ（AP版） FONT ;

P.6 使用事例でみるモリサワフォント

P.7 ［FONT COLLEGE Vol.8］を開催　
　   ̶ 大里浩二氏、伊達千代氏をお招きして ̶

P.8 モリサワのSDGs貢献
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インタビュー

Morisawa Magazine
モリサワのいまをお届けする [モリサワマガジン]

2022 SPRING

ISSUE

モリサワUDフォントが
毎日のビジネスにもオススメな理由
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「より多くの人にとってわかりやすく、正確に情報を届けたい」そんな想いが込められたモリサワのUDフォント。
年齢・国籍や障害に関係なく、あらゆる人が快適に利用できる書体として、広く活用されています。

今回は、とくにビジネスシーンにおける有用性について、UDフォントの普及に携わる
公共ビジネス課の野村陽香氏に語ってもらいました。

UDフォントは「より多くの人に伝わる文字」

UDフォントとは、ユニバーサルデザインの考え方で作ら
れているフォントです。モリサワのUDフォントは「文字のか
たちがわかりやすいこと」「文章が読みやすいこと」「読み間
違えにくいこと」の3つをコンセプトに開発されました。具体
的にいうと、まず、線と線の隙間が広く空いていること。これ
によって、たとえばその数字が「3」なのか「8」なのかといっ
た違いが明確になります。また、「ふところ」と呼ばれる、画
と画が構成している内側の空間を広くとることで、大きく見
やすい字形に。そのほか、線がかすれて見えてしまうことを
防ぐために、明朝体の横線をやや太くすることで視認性を高
め、濁点や半濁点は、かなとの間にスペースを設け、濁点や
半濁点を少し大きく配置することによって、それぞれの違い
を判別しやすくしています。こうした細かな工夫によって、た
とえば老眼や弱視のような、さまざまな事情から読むことに
困難さを抱えている方にとっても、正しく読みやすいと感じて
いただけるフォントになっています。このような文字一つひと
つの可読性や判別性は、文章全体の読みやすさに直結しま
す。「UDフォントには、多くの工夫が施されています。文字
がくっきりと見え、読みやすさが格段に変わるということがお
分かりいただけると思います」と野村氏。同じ文章であって
も、他のフォントと比べてみると、その違いは一目瞭然です。

モリサワUDフォントが
毎日のビジネスにもオススメな理由

公共ビジネス課 野村 陽香氏インタビュー

文字のかたちがわかりやすいこと
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●UDフォントのコンセプト
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「こうした問題に対して、UDフォントはきっとお役に立て
ると思っています。ただ、デザイナーがどれだけ考えて作っ
たフォントでも、一人ひとりの見え方には違いがあります。実
際に見ることに困難を抱えている人から得られた数値的な
エビデンスによって、さらに説得力を感じていただけるのでは
ないでしょうか」と野村氏。今回、ある二つの検証実験の
データを見せてくれました。一つ目は、慶應義塾大学の中野
泰志教授による、「デジタルデバイスにおける可視性・可読
性に関する比較研究実験」※というもの。フィルターをかけた
低視力条件で、通常のフォントとUDフォントが、それぞれど
れくらい読みやすいかを比較した実験ですが、縦組みでも横
組みでも、モリサワのUDフォントがもっとも読みやすいとい
う結果が出たそうです。二つ目は、モリサワが独自に行った
検証実験です。実際にモリサワのUDフォントを導入されて
いる方 に々ご協力いただき、業務で利用する文章のサンプル
を、一般的なOS標準フォントとUDフォントの両方で用意。
20～60歳代の男女294人を対象に、それぞれの文章を読
んだ時の読みの速度と、誤認回避率について調査しました。
すると、UDフォントは全ての年代において、文字の誤りを見
つける確率が5.34%高く、また、40歳代以上の世代におい
て、OS標準フォントよりも約3.3%速く読めるということがわ
かりました。

検証に基づいた高い有効性。 
ビジネスシーンでのメリットとは？

より多くの人にとって読みやすい、正しく情報を伝えられ
る、といった観点から、UDフォントは教育や行政といったシー
ンで利用されることも多く、野村氏の所属する公共ビジネス
課でも、日頃より、教育現場や地方自治体で働く方 と々連携
をとることで、現場の声に向き合い、より良い製品開発に活
かしています。そうした中で見えてきたのは、UDフォントが
数値的にも有効であるという事実。パブリックなシーンだけ
でなく、ビジネスという文脈においても、UDフォントが人々に
重要なメリットをもたらすということが言えそうです。
少子高齢化が進む日本において、「従業員の高齢化」は

多くの企業が抱えている重要な課題の一つです。平成30
年の総務省統計局が示したデータによれば、労働人口の6
割以上が40歳以上。40歳代といえば、ちょうど老眼を自覚
し始める方が増える年代とも言えます。また、昨今の新型コ
ロナウイルスによる労働環境の変化により、テレワークやオ
ンラインでのやり取りが主流になった企業も増えました。そ
の結果、PCを見る時間が従来に比べて増え、目の疲れや
不調を感じている方も多いのではないでしょうか。現代の日
本において、労働環境での文字の見え方は、向き合わざる
を得ない重要なテーマであるということがわかります。

※出典：モリサワ「UDフォント」カタログP8より  https://resources.morisawa.co.jp/uploads/tmg_block_page_image/file/7982/2110_UDcatalog_web.pdf

働き方改革

従業員の高齢化顧客の高齢化
●UDフォントのビジネスシーンでのメリット

従業員の健康確保
（新型コロナウイルス）

SDGs経営

・テレワークによりPCの使用時間が増加傾向
・目の疲れや不調を感じる方も多い

2040年には高齢化率が35.3%に＊1 6割超が40歳以上＊2

▼UDフォント ▼一般的なOS標準フォント

＊1…出典：令和元年版高齢社会白書（全体版） 第1章 高齢化の状況（高齢化の推移と将来推計）より ＊2…出典：総務省統計局 平成30年 労働力調査年報 統計表 I-A-第2表

検証協力者：294名（20～60歳の男女）

新型コロナウイルス対策により
テレワークが普及

UDフォントの有益性の検証結果
誤認回避率（文字の誤りを見つける確率） 読みの速度（40歳以上）

（%）

（年）1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050
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20

30

40

40歳以上

66%
20～39歳

34%

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につ

いて（制度要綱第1 関係）新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金（以下「交付金」という。）は、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につ

いて（制度要綱第1 関係）新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金（以下「交付金」という。）は、

3.3%平均 5.34%

顧客・従業員の
高齢化に対応

健康経営

多様な働き方の確保
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UDフォントを使うには？ 
導入企業からの声と見えてきた課題

UDフォントは、多くの人に正確に情報を届けなくてはいけ
ないシーンに非常に効果的です。「情報」の意味合いは、企
業において大きく分けて二つ。一つは、経理・事務書類、売
り上げなどの数値管理や報告書といった、内部向けの資料。
そして二つ目は、IR・CSR情報、営業で使われているよう
な各種プレゼン資料、顧客向けのダイレクトメールやカタロ
グなどといった、外部向けの資料です。UDフォントを導入
いただいた企業によっても、外部向け、内部向け、それぞれ
の目的に応じて活用されています。業種で例を挙げると、近
年では、投資や法律の分野で注目を集めています。文字情
報が多い資料を正確に発信することへの問題意識から、外
部向けの資料に活用されている例として、2021年には、日
経225選出企業の9割の企業で株主招集通知のフォントと
して活用されているということがわかりました。また、消費財
メーカのクラシエホームプロダクツ株式会社ビューティケア
研究所様では、研究業務の作業効率化を目的としてUD
フォントを導入いただいています。さらに同研究所では、外
部向けの資料だけでなく内部でやりとりする資料にも活用す
るために、従業員がUDフォントを正しく使い分けるための
ガイドラインを作成しているとのこと。PowerPoint上での
使い方、メールの文面に適したフォント、など、アプリケーショ
ンごとのおすすめのフォントや設定方法がまとめられており、
社内周知が進められています。「このように、社内の情報発
信に問題意識を抱えている方が熱心に取り組んでくださる
ケースがあります。UDフォントが業務改善につながると感
じてくれており、嬉しくなります」と野村氏。

40歳代以上、つまり、労働人口の6割以上の読みの速度
が上がるということは、全体の労働時間の削減にも繋がり
ます。これを企業の人件費に換算して算出。すると、従業
員が1,500人の会社の場合、年間で約3,000万円以上の
削減につながる可能性があることがわかりました。文字の
効果や価値を数値化するといった試みは珍しく、お客様の
反響も大きいと言います。従業員の年齢比や労働人口も企
業ごとに異なるため、それぞれの企業に合わせて数値を出
してみることも試みているそうです。「人件費削減のデータ
を見てメリットだと感じてくださる方が多い印象です。やはり
一般企業となると、公共団体とは導入背景が異なり、社内
で納得してもらうための材料として、金額面の紐付けはとて
も大きいポイントとなるようです。検証結果が活きているな
と感じています」
情報の読み取り速度が上がることで、短時間で効率よく

仕事に集中できるようになり、さらに一人ひとりの業務効率
やパフォーマンスもさらにアップ。このように、UDフォントを
取り入れることが、従業員の働きがい獲得の一助となります。
そして長い目で見れば、企業収益アップやイメージアップへ
とつながる可能性が高まります。「働き方改革」、また現在
謳われている「SDGs経営」や「健康経営」といった側面
からも、十分なメリットをもたらすと言えそうです。
野村氏は、企業がUDフォントを導入することの有用性に

ついて、次のように述べています。「とくに、『SDGsにどう
取り組んだらいいかわからない』と悩まれている声を耳にし
ます。そういった時には、企業の健康経営サイクルを回すた
めの一つのきっかけとして、UDフォントを選択肢に入れてい
ただければうれしいです。社会や経済に貢献できるという認
識が少しずつ広まることを期待しています」

●UDフォントが創出する価値（従業員1,500人の会社の場合）

※40歳以上、読みの速度で試算（読みの速度＝労働時間＝人件費）

およそ 
13,330 時間/年

およそ 
3,320 万円/年

●日経225選出企業の「株主総会招集通知」を調査

9割の企業でモリサワの
UDフォントが活用されています

「UD新ゴNT」が
とくに多く使用されています

モリサワ
UDフォント 
91%

UD新ゴNT
UD黎ミン
UD新ゴ
UD新丸ゴ

196件
111件
66件
17件

▲「�UDフォントの有益性」検証の様子。
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「MORISAWA BIZ+（モリサワビズプラス）」という定
額制サービスでは、全55書体のモリサワUDフォントがお使
いいただけます。企業全体での包括契約プランもあります
が、もし少人数で使いたい場合や、特定の部署で試してみ
たい場合は、1ライセンスから契約可能な個人契約プランが
あります。導入事例を見ても、まずは担当者がお試しで個人
契約をするという企業も多く、実際に使ってフォントの良さを
感じてから運用を検討できるプランとなっています。
高い有効性を持ち、認知度をさらに増していくUDフォン

ト。導入が進む一方で見えてきた課題もあります。たとえば
本文でコンデンス書体が使われていたり、ウエイト（文字の
太さ）が不適切に太くなっていたり、適切な書体の使われ方
がされていないケースを見て「もったいない」と感じることが
あるようです。また、包括契約で導入いただいた企業にて
フォントの使い方に関する研修会を行った際、「UDフォント
の良さは分かったけれど、どこでどのフォントを使ったらいい
のかわからない」という声があがることも。そこで公共ビジ
ネス課では、多くの方にUDフォントを導入し「正しく使って
いただく」ために、研修会やセミナーを開催し、最近では
YouTubeなども活用しながら、資料作成のポイントを積極
的に発信。UDフォントを使うだけでなく、ウエイト、文字間
隔や行間、資料全体のレイアウトなどにも気を配ることで、
もっと伝わる資料になるということを伝え続けています。
あらゆる企業が、それぞれ「伝えたい情報」があり、届け

たい相手や情報の種類によって、もっとも適した表現方法は
異なります。明確な数値によって読みやすいと立証されたモ
リサワのUDフォントを正しく使うことによって、確実に「伝
わる」ことを実感していただけるはずです。UDフォントの正
しい理解は、加速する情報社会でますます求められていくで
しょう。
最後に野村氏は、「公共ビジネス課では、『場面ごとに応

じたフォントを、選んで使うことが当たり前になる』というテー
マを掲げています。使い方をしっかりお伝えしないと、本当
の良さを実感していただけません。フォントにあまり興味や関
心がなかった人にも使っていただける書体になるように、今
後もあらゆる方向からアプローチしていきたいです」と、UD
フォントに対する熱い意気込みを語ってくれました。

野村陽香　のむら•はるか　
株式会社モリサワ 営業企画部 公共ビジネス課所属。
2019年モリサワに入社。主に地方自治体などの行政
や教育に携わる方に向けて、UDフォントと伝わる資料
作成について普及促進する活動を行っている。

●UDコンデンス書体の使用例

●MORISAWA BIZ+はoffice製品で活躍
企業の情報は内部向けと外部向けの2種類ある
⇨UDフォントはどちらに対しても効果を発揮

とても満足している
83%

どちらでもない 7%
やや満足している 10%

窒素 78% 酸素 21%
アルゴン、二酸化炭素など 1%

▲�コンデンス書体はあらかじめ横幅が狭く設計されている。限られた
スペースにも多くの文字数を入れられるため、グラフなどに使用する
と効果的。

内部向けの
情報

外部向けの
情報

• 報告書
•プレゼン資料
•経理、事務、売上など数値管理

• IR・CSR情報
•カタログや顧客への通知（DMなど）
•ホワイトペーパーなどの営業資料

YouTubeで資料作成のポイントを
解説しています

「プレゼンのプロ直伝！伝わるプレゼン資料
デザインセミナー」を開催しました

モリサワ公式YouTube
「UDフォントをもっと知ろう！」シリーズ ▶︎

セミナーレポートはこちらで読めます ▶︎

▲『�「UDフォントをもっと知ろう」〜HOW TO 番外編〜行間って、
とっても大事！』より
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使用事例でみるモリサワフォント
あらゆるシーンでデザインを彩るフォント。

モリサワのフォントも印刷分野にとどまらず、さまざまな製品やコンテンツで導入いただいています。
ここでは最近の導入事例を紹介します。

総合百科事典ポプラディア第三版� 　　  書籍  　　

社名：株式会社ポプラ社

使用書体：�UDデジタル教科書体　

昨年、10年ぶりに全面リニューアルされた「総合百科事典
ポプラディア」。解説文などに読みやすい「UDデジタル教
科書体」が採用されています。

羽田空港リムジンバス 発券案内板� 　案内板（サイン）　

社名：京浜急行バス株式会社

使用書体：�和文…�UD新ゴNT R/M/DB� �
UD新ゴ コンデンス60 R/DB�

欧文…UD新ゴNT R� �
ハングル…UD新ゴ ハングル DB� �
中文…�UD新ゴ 簡体字 R/DB

羽田空港発のリムジンバス発券案内板（サイネージ）にモリ
サワフォントが採用されています。
日本語の下に欧文、韓国語、中国語がループ表示されます。

永見さんの平安フォント道� 　　  Web 漫画  　　

著者：森 飛鳥

掲載媒体：オリジナル新作マンガ配信サービス「GANMA！」（ガンマ！）

使用書体：�新ゴ、プリティー桃　など

オリジナル新作マンガ配信サービス「GANMA！」（ガンマ！）
にて連載中の「永見さんの平安フォント道」にモリサワが協
力しています。

ファミリーマート  
プライベートブランド「ファミマル」� 　 パッケージ 　

社名：株式会社ファミリーマート/The Breakthrough Company GO

使用書体：�A1ゴシック、A1明朝

ファミリーマートの新しいプライベートブランド「ファミマル」
の商品名に親しみやすく見やすい「A1ゴシック」が利用さ
れています。また、和風表現が必要な商品には「A1明朝」
が使用されています。

▲A1ゴシック

▲A1明朝

▲新ゴ（加工）

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶ 詳しくはこちら▶
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につかわれることもある。 NDC 191

でんごんダイヤル 【伝言ダイヤル】 穐 災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイ
ヤル（7巻

かん

17ページ）
テンサイ 穐 サトウダイコン（7巻

かん

92ページ）

バカボン（左
ひだり
）とパパ（右

みぎ
）（© 赤

塚不二夫）

てんさいバカボン 【天才バカボン】 赤
あか

塚
つか

不
ふ

二
じ

夫
お

のギャ
グ漫

まん

画
が

。バカボンとバカボンのパパを中
ちゅう

心
しん

に、毎
まい

回
かい

、ドタバタ
な笑

わら

いをくり広
ひろ

げる。2人
ふ た り

のまわりには、ウナギイヌ、レレレのお
じさん、カメラ小

こ

僧
ぞう

、本
ほん

官
かん

さんなど、ユニークなキャラクターが
たくさん登

とう

場
じょう

する。1967（昭
しょう

和
わ

42）年
ねん

、⽝週
しゅう

刊
かん

少
しょう

年
ねん

マガジン⽞
で連

れん

載
さい

がはじまった。その後
ご

、
掲
けい

載
さい

雑
ざっ

誌
し

をかえながら、断
だん

続
ぞく

的
てき

に1994年
ねん

までつづいた。漫
まん

画
が

の大
だい

ヒットで、1971年
ねん

にテ
レビアニメ化

か

。バカボンのパパ
の決

き

めゼリフ⽛これでいいのだ⽜
が流

りゅう

行
こう

した。2000（平
へい

成
せい

12）
年
ねん

まで4シリーズ、2016年
ねん

か
らは、実

じっ

写
しゃ

版
ばん

テレビドラマ⽝天
てん

才
さい

バカボン～家
か

族
ぞく

の絆
きずな

⽞など3

作
さく

が放
ほう

映
えい

された。 NDC 726 778

てんさく 【転作】 より利
り

益
えき

をあげるなどの目
もく

的
てき

で、農
のう

地
ち

の
一
いち

部
ぶ

または全
ぜん

部
ぶ

をほかの作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

へかえること。農
のう

家
か

のつ
ごうでおこなうほかに、稲

いな

作
さく

のように政
せい

府
ふ

が奨
しょう

励
れい

する場
ば

合
あい

もあ
る。稲

いな

作
さく

では、食
しょく

生
せい

活
かつ

の変
へん

化
か

と米
こめ

の過
か

剰
じょう

生
せい

産
さん

からくる⽛米
こめ

あま
り⽜を解

かい

消
しょう

するため、1969（昭
しょう

和
わ

44）年
ねん

以
い

後
ご

、たびたび減
げん

産
さん

目
もく

標
ひょう

を定
さだ

めて水
すい

田
でん

の作
さく

づけをへらす減
げん

反
たん

政
せい

策
さく

（2018年
ねん

で廃
はい

止
し

）がとられ、転
てん

作
さく

が奨
しょう

励
れい

されてきた。行
ぎょう

政
せい

指
し

導
どう

によりイネか
らほかの作

さく

物
もつ

栽
さい

培
ばい

にかえる場
ば

合
あい

は、奨
しょう

励
れい

金
きん

がだされることも
あった。 NDC 611 615

てんざんさんみゃく 【天山山脈】 穐 天
テン

山
シャン

山
さん

脈
みゃく

（11巻
かん

123ページ）

イタリアのローマにある天
てん
使
し
像
ぞう

てんし 【天使】 神
かみ

の使
つか

い。霊
れい

的
てき

な存
そん

在
ざい

で、神
かみ

の意
い

志
し

を人
ひと

に
伝
つた

えたり、信
しん

者
じゃ

を守
まも

った
りすると信

しん

じられている。
ユダヤ教

きょう

、キリスト教
きょう

、
イスラム教

きょう

や、ゾロアス
ター教

きょう

の教
きょう

典
てん

や伝
でん

承
しょう

に
あらわれる。聖

せい

書
しょ

では多
おお

くの天
てん

使
し

が登
とう

場
じょう

し、中
ちゅう

世
せい

のローマ・カトリック
教
きょう

会
かい

では上
じょう

級
きゅう

の熾
し

天
てん

使
し

（セラフィム）、智
ち

天
てん

使
し

（ケルビム）、座
ざ

天
てん

使
し

、中
ちゅう

級
きゅう

の主
しゅ

天
てん

使
し

、力
りき

天
てん

使
し

、
能
のう

天
てん

使
し

、下
か

級
きゅう

の権
ごん

天
てん

使
し

、
大
だい

天
てん

使
し

（ミカエル、ガブ

リエル、ラファエルなど）、天
てん

使
し

という階
かい

層
そう

にわけられた。ユダ
ヤ教

きょう

ではミカエルをはじめラファエル、ガブリエル、ウリエルの
4天
てん

使
し

が知
し

られ、サンダルフォンなどが伝
でん

承
しょう

にあらわれる。ゾ
ロアスター教

きょう

では主
しゅ

神
しん

のアフラ・マズダの分
ぶん

身
しん

として7大
だい

天
てん

使
し

が重
じゅう

視
し

される。性
せい

別
べつ

はなく、聖
せい

書
しょ

の描
びょう

写
しゃ

では熾
し

天
てん

使
し

と智
ち

天
てん

使
し

には羽
はね

があるが、ほかの天
てん

使
し

は目
め

にみえない、またはおとなの
姿
すがた

をしている。ルネサンス期
き

以
い

降
こう

、背
せ

中
なか

に羽
はね

があり、こどもの
姿
すがた

でえがかれるようになった。 NDC 167 191 199

てんじ 【点字】 穐 118ページ
でんし 【電子】 素

そ

粒
りゅう

子
し

のひとつで、マイナスの電
でん

荷
か

をもち、
ごく小

ちい

さい質
しつ

量
りょう

をもつ粒
りゅう

子
し

。エレクトロンともいう。原
げん

子
し

核
かく

とと
もに原

げん

子
し

を構
こう

成
せい

し、通
つう

常
じょう

は、原
げん

子
し

の中
ちゅう

心
しん

にある原
げん

子
し

核
かく

のまわ
りをまわっている。原

げん

子
し

を構
こう

成
せい

する電
でん

子
し

の数
かず

は、一
いっ

般
ぱん

に原
げん

子
し

番
ばん

号
ごう

に等
ひと

しい。物
ぶっ

質
しつ

中
ちゅう

で原
げん

子
し

と原
げん

子
し

のあいだを自
じ

由
ゆう

に動
うご

きまわ
る電

でん

子
し

を、とくに自
じ

由
ゆう

電
でん

子
し

とよぶ。電
でん

子
し

のもつ電
でん

荷
か

は1.602

×10-19C（クーロン）で、これは電
でん

荷
か

（電
でん

気
き

の量
りょう

）の基
き

本
ほん

単
たん

位
い

である。19世
せい

紀
き

末
まつ

にイギリスの物
ぶつ

理
り

学
がく

者
しゃ

トムソンによって、真
しん

空
くう

放
ほう

電
でん

における陰
いん

極
きょく

線
せん

の研
けん

究
きゅう

から、電
でん

子
し

の実
じつ

在
ざい

が確
かく

認
にん

され
た。
物
ぶっ

体
たい

どうしをこすりあわせて摩
ま

擦
さつ

電
でん

気
き

を発
はっ

生
せい

させたときに
は、一

いっ

方
ぽう

の物
ぶっ

体
たい

からもう一
いっ

方
ぽう

の物
ぶっ

体
たい

へと電
でん

子
し

が移
い

動
どう

する。そ
の結

けっ

果
か

、電
でん

子
し

を放
ほう

出
しゅつ

した物
ぶっ

体
たい

はプラスの電
でん

気
き

を、電
でん

子
し

をもらっ
た物

ぶっ

体
たい

はマイナスの電
でん

気
き

をおびる。電
でん

気
き

回
かい

路
ろ

では、電
でん

子
し

は電
でん

流
りゅう

の逆
ぎゃく

向
む

きに流
なが

れる。 NDC 427 549

電
でん
子
し
オルガンの⽛エレクトーン⽜

（写真提供：ヤマハ）

でんしオルガン 【電子オルガン】 電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

による発
はっ

振
しん

（振
しん

動
どう

を発
はつ

すること）をアンプで増
ぞう

幅
ふく

し、スピーカーから音
おと

をだ
す鍵

けん

盤
ばん

楽
がっ

器
き

。手
て

でひく2段
だん

式
しき

鍵
けん

盤
ばん

に、足
あし

でふむペダル式
しき

鍵
けん

盤
ばん

がつく形
かたち

のものが一
いっ

般
ぱん

的
てき

である。オルガン特
とく

有
ゆう

の持
じ

続
ぞく

する音
おと

に加
くわ

えて、音
ね

色
いろ

を自
じ

由
ゆう

にかえたり合
ごう

成
せい

したりすることができる。
20世

せい

紀
き

はじめにつくられた電
でん

磁
じ

誘
ゆう

導
どう

式
しき

のハモンドオルガンが
発
はっ

展
てん

したもので、教
きょう

会
かい

でパイプオルガ
ンのかわりにつか
われたりした。20

世
せい

紀
き

末
まつ

以
い

降
こう

はコン
ピューターを内

ない

蔵
ぞう

した小
こ

型
がた

のものも
みられ、家

か

庭
てい

用
よう

楽
がっ

器
き

としても普
ふ

及
きゅう

し
ている。⽛エレクトー
ン⽜は、家

か

庭
てい

用
よう

電
でん

子
し

オルガンを代
だい

表
ひょう

す
る商

しょう

品
ひん

名
めい

である。
NDC 763 764

でんしおんがく 【電子音楽】 電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

装
そう

置
ち

を用
もち

いた音
おん

楽
がく

。現
げん

代
だい

音
おん

楽
がく

の分
ぶん

野
や

のひとつで、素
そ

材
ざい

となる音
おと

をつくったり変
へん

でんごん姶挨

唖亜 付
ふ

近
きん

で砥
と

部
べ

焼
やき

の原
げん

料
りょう

となる陶
とう

石
せき

がとれる、愛
え

媛
ひめ

県
けん

砥
と

部
べ

町
ちょう

にある峠
とうげ

の名
な

前
まえ

は？116

逢て
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形
けい

したり合
ごう

成
せい

したりして、作
さっ

曲
きょく

や演
えん

奏
そう

をおこなう。1906年
ねん

にア
メリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

で一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

されたテルハーモニウム、1910年
ねん

代
だい

にロシアでつくられたテルミンなど、20世
せい

紀
き

にはいると電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

をつかった楽
がっ

器
き

が登
とう

場
じょう

し、1920年
ねん

代
だい

にフランスでつ
くられたオンド・マルトノは、メシアンの⽝トゥランガリラ交

こう

響
きょう

曲
きょく

⽞につかわれた。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

は、フランスでカセット
テープやレコードをつかった音

おん

楽
がく

が、ドイツでは電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

によ
る音

おと

をつかった作
さっ

曲
きょく

がはじまった。1951年
ねん

に西
にし

ドイツのケル
ン電

でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオができ、シュトックハウゼンが⽝少
しょう

年
ねん

の
歌
うた

⽞⽝コンタクテ⽞などを発
はっ

表
ぴょう

した。電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオは、日
にっ

本
ぽん

のN
エヌ

H
エイチ

K
ケイ

電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオなど世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

でつくられるように
なった。シンセサイザーが登

とう

場
じょう

すると、電
でん

子
し

音
おん

による音
おん

楽
がく

は広
ひろ

くつくられ、聞
き

かれるようになった。 NDC 763

でんしカルテ 【電子カルテ】 コンピューターに入
にゅう

力
りょく

された
カルテ。一

いっ

般
ぱん

的
てき

にカルテは、紙
かみ

に記
き

録
ろく

され、保
ほ

管
かん

されることが
多
おお

いが、コンピューター上
じょう

で入
にゅう

力
りょく

され、保
ほ

管
かん

するものを⽛電
でん

子
し

カルテ⽜とよぶ。コンピューターによって1か所
しょ

で管
かん

理
り

すること
で業

ぎょう

務
む

が効
こう

率
りつ

的
てき

に進
すす

み、医
い

療
りょう

ミスの防
ぼう

止
し

にもつながる。また、
データをかんたんにみることができるため、患

かん

者
じゃ

自
じ

身
しん

も自
じ

分
ぶん

の
病
びょう

状
じょう

について手
て

軽
がる

に知
し

ることができる。一
いっ

方
ぽう

でこれらの情
じょう

報
ほう

は、個
こ

人
じん

のプライバシーにかかわるものであり、プライバシー
保
ほ

護
ご

の観
かん

点
てん

からの問
もん

題
だい

も多
おお

い。このようななかで、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

では個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の保
ほ

護
ご

に配
はい

慮
りょ

しながら、できるだけ多
おお

くの病
びょう

院
いん

に電
でん

子
し

カルテを普
ふ

及
きゅう

させることをめざしている。
NDC 492 498

でんしきかいこうぎょう 【電子機械工業】 I
アイ

C
シー

（集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

）やL
エル

S
エス

I
アイ

（大
だい

規
き

模
ぼ

集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

）などの電
でん

子
し

部
ぶ

品
ひん

を利
り

用
よう

した機
き

械
かい

や装
そう

置
ち

をつくる工
こう

業
ぎょう

。コンピューター、レーダー、電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

、X
エックス

線
せん

装
そう

置
ち

、通
つう

信
しん

放
ほう

送
そう

機
き

器
き

、電
でん

子
し

計
けい

測
そく

器
き

などを生
せい

産
さん

する工
こう

業
ぎょう

をいう。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

、本
ほん

格
かく

的
てき

に発
はっ

展
てん

した電
でん

子
し

機
き

械
かい

工
こう

業
ぎょう

は、自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

や鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

とならぶ重
じゅう

要
よう

な工
こう

業
ぎょう

部
ぶ

門
もん

である。
この工

こう

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

が、現
げん

在
ざい

の情
じょう

報
ほう

化
か

社
しゃ

会
かい

の基
き

盤
ばん

となっている。
NDC 549

でんじきがく 【電磁気学】 電
でん

気
き

や磁
じ

気
き

にかかわる現
げん

象
しょう

を
考
かんが

える物
ぶつ

理
り

学
がく

の分
ぶん

野
や

。1820年
ねん

にデンマークのエルステッドに
よって電

でん

流
りゅう

が方
ほう

位
い

磁
じ

針
しん

に影
えい

響
きょう

をあたえることが発
はっ

見
けん

されて以
い

降
こう

、電
でん

気
き

と磁
じ

気
き

とが関
かん

連
れん

して研
けん

究
きゅう

されるようになった。その後
ご

イギリスのファラデーによる電
でん

磁
じ

誘
ゆう

導
どう

現
げん

象
しょう

の発
はっ

見
けん

や、ローレン
ツが磁

じ

場
ば

の中
なか

を動
うご

く荷
か

電
でん

粒
りゅう

子
し

に生
しょう

じる力
ちから

（ローレンツ力
りょく

）を明
あき

らかにし、マクスウェルによる電
でん

磁
じ

波
は

の理
り

論
ろん

などの研
けん

究
きゅう

を進
すす

め
ていった。

20世
せい

紀
き

なかばには、量
りょう

子
し

力
りき

学
がく

とむすびついた量
りょう

子
し

電
でん

磁
じ

力
りき

学
がく

へと広
ひろ

がった。現
げん

在
ざい

、物
ぶつ

理
り

や化
か

学
がく

だけでなく、生
せい

物
ぶつ

、工
こう

学
がく

な
どさまざまな科

か

学
がく

の基
き

礎
そ

となっている。 NDC 427

てんじく 【天竺】 中
ちゅう

国
ごく

、日
にっ

本
ぽん

でインドをさす昔
むかし

の呼
よ

び名
な

。
中
ちゅう

国
ごく

では唐
とう

の時
じ

代
だい

の初
しょ

期
き

のころまではつかわれていたが、そ

の後
ご

⽛印
いん

度
ど

⽜となった。日
にっ

本
ぽん

では中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった天
てん

竺
じく

という
呼
よ

び名
な

を古
こ

代
だい

から明
めい

治
じ

にいたるまで用
もち

い、天
てん

竺
じく

はシャカ（仏
ぶっ

陀
だ

）が生
う

まれた国
くに

として知
し

られていた。日
にっ

本
ぽん

の古
こ

代
だい

、中
ちゅう

世
せい

では、
全
ぜん

世
せ

界
かい

は唐
とう

（中
ちゅう

国
ごく

）、天
てん

竺
じく

（インド）、本
ほん

朝
ちょう

（日
にっ

本
ぽん

）でなりたって
いると考

かんが

えられていた。 NDC 210 292

テンジクアオイ 悪 ゼラニウム（9巻
かん

208ページ）
テンジクネズミ 穐モルモット（15巻

かん

236ページ）
でんしけいさんき 【電子計算機】 穐コンピューター（6
巻
かん

292ページ）
でんしけいじばん 【電子掲示板】 参

さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

が読
よ

み書
か

きできる、インターネット上
じょう

の電
でん

子
し

的
てき

な掲
けい

示
じ

板
ばん

サービス。単
たん

に
掲
けい

示
じ

板
ばん

またはB
ビー

B
ビー

S
エス

ともよばれる。共
きょう

通
つう

の話
わ

題
だい

をもつ人
ひと

が集
あつ

ま
るようにして情

じょう

報
ほう

や意
い

見
けん

の交
こう

換
かん

をしたり、U
ユー

R
アール

L
エル

を知
し

っている
親
した

しい人
ひと

どうしの雑
ざつ

談
だん

につかわれる。だれでも参
さん

加
か

できるもの
が多

おお

く、年
ねん

齢
れい

や性
せい

別
べつ

などからの偏
へん

見
けん

を避
さ

けたり、プライバシー
を守

まも

ったりするためにハンドルネームなどをつかうことも多
おお

い。
匿
とく

名
めい

掲
けい

示
じ

板
ばん

では、自
じ

分
ぶん

の身
み

をかくしながら中
ちゅう

傷
しょう

や個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の
暴
ばく

露
ろ

、犯
はん

罪
ざい

予
よ

告
こく

がおこなわれることもあり、社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

となっ
た。 NDC 007 547

でんしけっさい 【電子決済】 現
げん

金
きん

のかわりに電
でん

子
し

データ
をやりとりして、商

しょう

品
ひん

やサービスの代
だい

金
きん

を支
し

払
はら

うこと。クレジッ
トカード、デビットカード、プリペイドカード、電

でん

子
し

マネー、Q
キュー

R
アール

コードなどをつかっておこなう。とくにスマートフォンなどのモ
バイル端

たん

末
まつ

を用
もち

いた電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

サービスを、スマートフォン決
けっ

済
さい

やモバイル決
けっ

済
さい

という。実
じっ

際
さい

に支
し

払
はら

う時
じ

期
き

は、電
でん

子
し

マネーな
どの前

まえ

払
ばら

い、デビットカードの即
そく

時
じ

払
ばら

い、クレジットカードの後
あと

払
ばら

いがある。電
でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

、ネットバンキングなどでの決
けっ

済
さい

のほ
か、現

げん

在
ざい

は実
じっ

際
さい

の店
てん

舗
ぽ

での導
どう

入
にゅう

も進
すす

んでいる。電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

の利
り

点
てん

は消
しょう

費
ひ

者
しゃ

にとっては、現
げん

金
きん

をもたず安
あん

全
ぜん

であること、利
り

用
よう

履
り

歴
れき

がのこるので家
か

計
けい

の管
かん

理
り

がしやすいこと、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

にとって
は、レジ業

ぎょう

務
む

が効
こう

率
りつ

的
てき

にでき人
じん

件
けん

費
ひ

を削
さく

減
げん

できること、販
はん

売
ばい

データや顧
こ

客
きゃく

データを利
り

用
よう

して売
う

り上
あ

げ増
ぞう

につなげることが
できるなどがある。国

くに

は現
げん

金
きん

のやりとりのないキャッシュレス
化
か

を推
すい

進
しん

しており、今
こん

後
ご

、電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

がより一
いっ

般
ぱん

的
てき

になることが
予
よ

想
そう

される。穐渥握キャッシュレス社
しゃ

会
かい

NDC 338

電
でん
子
し
決
けっ
済
さい
の一

いち
例
れい
。スマートフォンでQ

キュー
R
アール
コードを読

よ
み取

と
っておこ

なうモバイル決
けっ
済
さい

でんしけ 姶挨

唖亜⽛茨
いばら

城
き

県
けん

取
とり

手
で

市
し

の地
ち

名
めい

は平
たいらの

がとりでを築
きず

いたことに由
ゆ

来
らい

するという。⽜ に入
はい

る人
じん

名
めい

は？ 117

茜て
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につかわれることもある。 NDC 191

でんごんダイヤル 【伝言ダイヤル】 穐 災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイ
ヤル（7巻

かん

17ページ）
テンサイ 穐 サトウダイコン（7巻

かん

92ページ）

バカボン（左
ひだり
）とパパ（右

みぎ
）（© 赤

塚不二夫）

てんさいバカボン 【天才バカボン】 赤
あか

塚
つか

不
ふ

二
じ

夫
お

のギャ
グ漫

まん

画
が

。バカボンとバカボンのパパを中
ちゅう

心
しん

に、毎
まい

回
かい

、ドタバタ
な笑

わら

いをくり広
ひろ

げる。2人
ふ た り

のまわりには、ウナギイヌ、レレレのお
じさん、カメラ小

こ

僧
ぞう

、本
ほん

官
かん

さんなど、ユニークなキャラクターが
たくさん登

とう

場
じょう

する。1967（昭
しょう

和
わ

42）年
ねん

、⽝週
しゅう

刊
かん

少
しょう

年
ねん

マガジン⽞
で連

れん

載
さい

がはじまった。その後
ご

、
掲
けい

載
さい

雑
ざっ

誌
し

をかえながら、断
だん

続
ぞく

的
てき

に1994年
ねん

までつづいた。漫
まん

画
が

の大
だい

ヒットで、1971年
ねん

にテ
レビアニメ化

か

。バカボンのパパ
の決

き

めゼリフ⽛これでいいのだ⽜
が流

りゅう

行
こう

した。2000（平
へい

成
せい

12）
年
ねん

まで4シリーズ、2016年
ねん

か
らは、実

じっ

写
しゃ

版
ばん

テレビドラマ⽝天
てん

才
さい

バカボン～家
か

族
ぞく

の絆
きずな

⽞など3

作
さく

が放
ほう

映
えい

された。 NDC 726 778

てんさく 【転作】 より利
り

益
えき

をあげるなどの目
もく

的
てき

で、農
のう

地
ち

の
一
いち

部
ぶ

または全
ぜん

部
ぶ

をほかの作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

へかえること。農
のう

家
か

のつ
ごうでおこなうほかに、稲

いな

作
さく

のように政
せい

府
ふ

が奨
しょう

励
れい

する場
ば

合
あい

もあ
る。稲

いな

作
さく

では、食
しょく

生
せい

活
かつ

の変
へん

化
か

と米
こめ

の過
か

剰
じょう

生
せい

産
さん

からくる⽛米
こめ

あま
り⽜を解

かい

消
しょう

するため、1969（昭
しょう

和
わ

44）年
ねん

以
い

後
ご

、たびたび減
げん

産
さん

目
もく

標
ひょう

を定
さだ

めて水
すい

田
でん

の作
さく

づけをへらす減
げん

反
たん

政
せい

策
さく

（2018年
ねん

で廃
はい

止
し

）がとられ、転
てん

作
さく

が奨
しょう

励
れい

されてきた。行
ぎょう

政
せい

指
し

導
どう

によりイネか
らほかの作

さく

物
もつ

栽
さい

培
ばい

にかえる場
ば

合
あい

は、奨
しょう

励
れい

金
きん

がだされることも
あった。 NDC 611 615

てんざんさんみゃく 【天山山脈】 穐 天
テン

山
シャン

山
さん

脈
みゃく

（11巻
かん

123ページ）

イタリアのローマにある天
てん
使
し
像
ぞう

てんし 【天使】 神
かみ

の使
つか

い。霊
れい

的
てき

な存
そん

在
ざい

で、神
かみ

の意
い

志
し

を人
ひと

に
伝
つた

えたり、信
しん

者
じゃ

を守
まも

った
りすると信

しん

じられている。
ユダヤ教

きょう

、キリスト教
きょう

、
イスラム教

きょう

や、ゾロアス
ター教

きょう

の教
きょう

典
てん

や伝
でん

承
しょう

に
あらわれる。聖

せい

書
しょ

では多
おお

くの天
てん

使
し

が登
とう

場
じょう

し、中
ちゅう

世
せい

のローマ・カトリック
教
きょう

会
かい

では上
じょう

級
きゅう

の熾
し

天
てん

使
し

（セラフィム）、智
ち

天
てん

使
し

（ケルビム）、座
ざ

天
てん

使
し

、中
ちゅう

級
きゅう

の主
しゅ

天
てん

使
し

、力
りき

天
てん

使
し

、
能
のう

天
てん

使
し

、下
か

級
きゅう

の権
ごん

天
てん

使
し

、
大
だい

天
てん

使
し

（ミカエル、ガブ

リエル、ラファエルなど）、天
てん

使
し

という階
かい

層
そう

にわけられた。ユダ
ヤ教

きょう

ではミカエルをはじめラファエル、ガブリエル、ウリエルの
4天
てん

使
し

が知
し

られ、サンダルフォンなどが伝
でん

承
しょう

にあらわれる。ゾ
ロアスター教

きょう

では主
しゅ

神
しん

のアフラ・マズダの分
ぶん

身
しん

として7大
だい

天
てん

使
し

が重
じゅう

視
し

される。性
せい

別
べつ

はなく、聖
せい

書
しょ

の描
びょう

写
しゃ

では熾
し

天
てん

使
し

と智
ち

天
てん

使
し

には羽
はね

があるが、ほかの天
てん

使
し

は目
め

にみえない、またはおとなの
姿
すがた

をしている。ルネサンス期
き

以
い

降
こう

、背
せ

中
なか

に羽
はね

があり、こどもの
姿
すがた

でえがかれるようになった。 NDC 167 191 199

てんじ 【点字】 穐 118ページ
でんし 【電子】 素

そ

粒
りゅう

子
し

のひとつで、マイナスの電
でん

荷
か

をもち、
ごく小

ちい

さい質
しつ

量
りょう

をもつ粒
りゅう

子
し

。エレクトロンともいう。原
げん

子
し

核
かく

とと
もに原

げん

子
し

を構
こう

成
せい

し、通
つう

常
じょう

は、原
げん

子
し

の中
ちゅう

心
しん

にある原
げん

子
し

核
かく

のまわ
りをまわっている。原

げん

子
し

を構
こう

成
せい

する電
でん

子
し

の数
かず

は、一
いっ

般
ぱん

に原
げん

子
し

番
ばん

号
ごう

に等
ひと

しい。物
ぶっ

質
しつ

中
ちゅう

で原
げん

子
し

と原
げん

子
し

のあいだを自
じ

由
ゆう

に動
うご

きまわ
る電

でん

子
し

を、とくに自
じ

由
ゆう

電
でん

子
し

とよぶ。電
でん

子
し

のもつ電
でん

荷
か

は1.602

×10-19C（クーロン）で、これは電
でん

荷
か

（電
でん

気
き

の量
りょう

）の基
き

本
ほん

単
たん

位
い

である。19世
せい

紀
き

末
まつ

にイギリスの物
ぶつ

理
り

学
がく

者
しゃ

トムソンによって、真
しん

空
くう

放
ほう

電
でん

における陰
いん

極
きょく

線
せん

の研
けん

究
きゅう

から、電
でん

子
し

の実
じつ

在
ざい

が確
かく

認
にん

され
た。
物
ぶっ

体
たい

どうしをこすりあわせて摩
ま

擦
さつ

電
でん

気
き

を発
はっ

生
せい

させたときに
は、一

いっ

方
ぽう

の物
ぶっ

体
たい

からもう一
いっ

方
ぽう

の物
ぶっ

体
たい

へと電
でん

子
し

が移
い

動
どう

する。そ
の結

けっ

果
か

、電
でん

子
し

を放
ほう

出
しゅつ

した物
ぶっ

体
たい

はプラスの電
でん

気
き

を、電
でん

子
し

をもらっ
た物

ぶっ

体
たい

はマイナスの電
でん

気
き

をおびる。電
でん

気
き

回
かい

路
ろ

では、電
でん

子
し

は電
でん

流
りゅう

の逆
ぎゃく

向
む

きに流
なが

れる。 NDC 427 549

電
でん
子
し
オルガンの⽛エレクトーン⽜

（写真提供：ヤマハ）

でんしオルガン 【電子オルガン】 電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

による発
はっ

振
しん

（振
しん

動
どう

を発
はつ

すること）をアンプで増
ぞう

幅
ふく

し、スピーカーから音
おと

をだ
す鍵

けん

盤
ばん

楽
がっ

器
き

。手
て

でひく2段
だん

式
しき

鍵
けん

盤
ばん

に、足
あし

でふむペダル式
しき

鍵
けん

盤
ばん

がつく形
かたち

のものが一
いっ

般
ぱん

的
てき

である。オルガン特
とく

有
ゆう

の持
じ

続
ぞく

する音
おと

に加
くわ

えて、音
ね

色
いろ

を自
じ

由
ゆう

にかえたり合
ごう

成
せい

したりすることができる。
20世

せい

紀
き

はじめにつくられた電
でん

磁
じ

誘
ゆう

導
どう

式
しき

のハモンドオルガンが
発
はっ

展
てん

したもので、教
きょう

会
かい

でパイプオルガ
ンのかわりにつか
われたりした。20

世
せい

紀
き

末
まつ

以
い

降
こう

はコン
ピューターを内

ない

蔵
ぞう

した小
こ

型
がた

のものも
みられ、家

か

庭
てい

用
よう

楽
がっ

器
き

としても普
ふ

及
きゅう

し
ている。⽛エレクトー
ン⽜は、家

か

庭
てい

用
よう

電
でん

子
し

オルガンを代
だい

表
ひょう

す
る商

しょう

品
ひん

名
めい

である。
NDC 763 764

でんしおんがく 【電子音楽】 電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

装
そう

置
ち

を用
もち

いた音
おん

楽
がく

。現
げん

代
だい

音
おん

楽
がく

の分
ぶん

野
や

のひとつで、素
そ

材
ざい

となる音
おと

をつくったり変
へん

でんごん姶挨

唖亜 付
ふ

近
きん

で砥
と

部
べ

焼
やき

の原
げん

料
りょう

となる陶
とう

石
せき

がとれる、愛
え

媛
ひめ

県
けん

砥
と

部
べ

町
ちょう

にある峠
とうげ

の名
な

前
まえ

は？116

逢て
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形
けい

したり合
ごう

成
せい

したりして、作
さっ

曲
きょく

や演
えん

奏
そう

をおこなう。1906年
ねん

にア
メリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

で一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

されたテルハーモニウム、1910年
ねん

代
だい

にロシアでつくられたテルミンなど、20世
せい

紀
き

にはいると電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

をつかった楽
がっ

器
き

が登
とう

場
じょう

し、1920年
ねん

代
だい

にフランスでつ
くられたオンド・マルトノは、メシアンの⽝トゥランガリラ交

こう

響
きょう

曲
きょく

⽞につかわれた。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

は、フランスでカセット
テープやレコードをつかった音

おん

楽
がく

が、ドイツでは電
でん

子
し

回
かい

路
ろ

によ
る音

おと

をつかった作
さっ

曲
きょく

がはじまった。1951年
ねん

に西
にし

ドイツのケル
ン電

でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオができ、シュトックハウゼンが⽝少
しょう

年
ねん

の
歌
うた

⽞⽝コンタクテ⽞などを発
はっ

表
ぴょう

した。電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオは、日
にっ

本
ぽん

のN
エヌ

H
エイチ

K
ケイ

電
でん

子
し

音
おん

楽
がく

スタジオなど世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

でつくられるように
なった。シンセサイザーが登

とう

場
じょう

すると、電
でん

子
し

音
おん

による音
おん

楽
がく

は広
ひろ

くつくられ、聞
き

かれるようになった。 NDC 763

でんしカルテ 【電子カルテ】 コンピューターに入
にゅう

力
りょく

された
カルテ。一

いっ

般
ぱん

的
てき

にカルテは、紙
かみ

に記
き

録
ろく

され、保
ほ

管
かん

されることが
多
おお

いが、コンピューター上
じょう

で入
にゅう

力
りょく

され、保
ほ

管
かん

するものを⽛電
でん

子
し

カルテ⽜とよぶ。コンピューターによって1か所
しょ

で管
かん

理
り

すること
で業

ぎょう

務
む

が効
こう

率
りつ

的
てき

に進
すす

み、医
い

療
りょう

ミスの防
ぼう

止
し

にもつながる。また、
データをかんたんにみることができるため、患

かん

者
じゃ

自
じ

身
しん

も自
じ

分
ぶん

の
病
びょう

状
じょう

について手
て

軽
がる

に知
し

ることができる。一
いっ

方
ぽう

でこれらの情
じょう

報
ほう

は、個
こ

人
じん

のプライバシーにかかわるものであり、プライバシー
保
ほ

護
ご

の観
かん

点
てん

からの問
もん

題
だい

も多
おお

い。このようななかで、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

では個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の保
ほ

護
ご

に配
はい

慮
りょ

しながら、できるだけ多
おお

くの病
びょう

院
いん

に電
でん

子
し

カルテを普
ふ

及
きゅう

させることをめざしている。
NDC 492 498

でんしきかいこうぎょう 【電子機械工業】 I
アイ

C
シー

（集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

）やL
エル

S
エス

I
アイ

（大
だい

規
き

模
ぼ

集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

）などの電
でん

子
し

部
ぶ

品
ひん

を利
り

用
よう

した機
き

械
かい

や装
そう

置
ち

をつくる工
こう

業
ぎょう

。コンピューター、レーダー、電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

、X
エックス

線
せん

装
そう

置
ち

、通
つう

信
しん

放
ほう

送
そう

機
き

器
き

、電
でん

子
し

計
けい

測
そく

器
き

などを生
せい

産
さん

する工
こう

業
ぎょう

をいう。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

、本
ほん

格
かく

的
てき

に発
はっ

展
てん

した電
でん

子
し

機
き

械
かい

工
こう

業
ぎょう

は、自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

や鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

とならぶ重
じゅう

要
よう

な工
こう

業
ぎょう

部
ぶ

門
もん

である。
この工

こう

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

が、現
げん

在
ざい

の情
じょう

報
ほう

化
か

社
しゃ

会
かい

の基
き

盤
ばん

となっている。
NDC 549

でんじきがく 【電磁気学】 電
でん

気
き

や磁
じ

気
き

にかかわる現
げん

象
しょう

を
考
かんが

える物
ぶつ

理
り

学
がく

の分
ぶん

野
や

。1820年
ねん

にデンマークのエルステッドに
よって電

でん

流
りゅう

が方
ほう

位
い

磁
じ

針
しん

に影
えい

響
きょう

をあたえることが発
はっ

見
けん

されて以
い

降
こう

、電
でん

気
き

と磁
じ

気
き

とが関
かん

連
れん

して研
けん

究
きゅう

されるようになった。その後
ご

イギリスのファラデーによる電
でん

磁
じ

誘
ゆう

導
どう

現
げん

象
しょう

の発
はっ

見
けん

や、ローレン
ツが磁

じ

場
ば

の中
なか

を動
うご

く荷
か

電
でん

粒
りゅう

子
し

に生
しょう

じる力
ちから

（ローレンツ力
りょく

）を明
あき

らかにし、マクスウェルによる電
でん

磁
じ

波
は

の理
り

論
ろん

などの研
けん

究
きゅう

を進
すす

め
ていった。

20世
せい

紀
き

なかばには、量
りょう

子
し

力
りき

学
がく

とむすびついた量
りょう

子
し

電
でん

磁
じ

力
りき

学
がく

へと広
ひろ

がった。現
げん

在
ざい

、物
ぶつ

理
り

や化
か

学
がく

だけでなく、生
せい

物
ぶつ

、工
こう

学
がく

な
どさまざまな科

か

学
がく

の基
き

礎
そ

となっている。 NDC 427

てんじく 【天竺】 中
ちゅう

国
ごく

、日
にっ

本
ぽん

でインドをさす昔
むかし

の呼
よ

び名
な

。
中
ちゅう

国
ごく

では唐
とう

の時
じ

代
だい

の初
しょ

期
き

のころまではつかわれていたが、そ

の後
ご

⽛印
いん

度
ど

⽜となった。日
にっ

本
ぽん

では中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった天
てん

竺
じく

という
呼
よ

び名
な

を古
こ

代
だい

から明
めい

治
じ

にいたるまで用
もち

い、天
てん

竺
じく

はシャカ（仏
ぶっ

陀
だ

）が生
う

まれた国
くに

として知
し

られていた。日
にっ

本
ぽん

の古
こ

代
だい

、中
ちゅう

世
せい

では、
全
ぜん

世
せ

界
かい

は唐
とう

（中
ちゅう

国
ごく

）、天
てん

竺
じく

（インド）、本
ほん

朝
ちょう

（日
にっ

本
ぽん

）でなりたって
いると考

かんが

えられていた。 NDC 210 292

テンジクアオイ 悪 ゼラニウム（9巻
かん

208ページ）
テンジクネズミ 穐モルモット（15巻

かん

236ページ）
でんしけいさんき 【電子計算機】 穐コンピューター（6
巻
かん

292ページ）
でんしけいじばん 【電子掲示板】 参

さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

が読
よ

み書
か

きできる、インターネット上
じょう

の電
でん

子
し

的
てき

な掲
けい

示
じ

板
ばん

サービス。単
たん

に
掲
けい

示
じ

板
ばん

またはB
ビー

B
ビー

S
エス

ともよばれる。共
きょう

通
つう

の話
わ

題
だい

をもつ人
ひと

が集
あつ

ま
るようにして情

じょう

報
ほう

や意
い

見
けん

の交
こう

換
かん

をしたり、U
ユー

R
アール

L
エル

を知
し

っている
親
した

しい人
ひと

どうしの雑
ざつ

談
だん

につかわれる。だれでも参
さん

加
か

できるもの
が多

おお

く、年
ねん

齢
れい

や性
せい

別
べつ

などからの偏
へん

見
けん

を避
さ

けたり、プライバシー
を守

まも

ったりするためにハンドルネームなどをつかうことも多
おお

い。
匿
とく

名
めい

掲
けい

示
じ

板
ばん

では、自
じ

分
ぶん

の身
み

をかくしながら中
ちゅう

傷
しょう

や個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の
暴
ばく

露
ろ

、犯
はん

罪
ざい

予
よ

告
こく

がおこなわれることもあり、社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

となっ
た。 NDC 007 547

でんしけっさい 【電子決済】 現
げん

金
きん

のかわりに電
でん

子
し

データ
をやりとりして、商

しょう

品
ひん

やサービスの代
だい

金
きん

を支
し

払
はら

うこと。クレジッ
トカード、デビットカード、プリペイドカード、電

でん

子
し

マネー、Q
キュー

R
アール

コードなどをつかっておこなう。とくにスマートフォンなどのモ
バイル端

たん

末
まつ

を用
もち

いた電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

サービスを、スマートフォン決
けっ

済
さい

やモバイル決
けっ

済
さい

という。実
じっ

際
さい

に支
し

払
はら

う時
じ

期
き

は、電
でん

子
し

マネーな
どの前

まえ

払
ばら

い、デビットカードの即
そく

時
じ

払
ばら

い、クレジットカードの後
あと

払
ばら

いがある。電
でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

、ネットバンキングなどでの決
けっ

済
さい

のほ
か、現

げん

在
ざい

は実
じっ

際
さい

の店
てん

舗
ぽ

での導
どう

入
にゅう

も進
すす

んでいる。電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

の利
り

点
てん

は消
しょう

費
ひ

者
しゃ

にとっては、現
げん

金
きん

をもたず安
あん

全
ぜん

であること、利
り

用
よう

履
り

歴
れき

がのこるので家
か

計
けい

の管
かん

理
り

がしやすいこと、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

にとって
は、レジ業

ぎょう

務
む

が効
こう

率
りつ

的
てき

にでき人
じん

件
けん

費
ひ

を削
さく

減
げん

できること、販
はん

売
ばい

データや顧
こ

客
きゃく

データを利
り

用
よう

して売
う

り上
あ

げ増
ぞう

につなげることが
できるなどがある。国

くに

は現
げん

金
きん

のやりとりのないキャッシュレス
化
か

を推
すい

進
しん

しており、今
こん

後
ご

、電
でん

子
し

決
けっ

済
さい

がより一
いっ

般
ぱん

的
てき

になることが
予
よ

想
そう

される。穐渥握キャッシュレス社
しゃ

会
かい

NDC 338

電
でん
子
し
決
けっ
済
さい
の一

いち
例
れい
。スマートフォンでQ

キュー
R
アール
コードを読

よ
み取

と
っておこ

なうモバイル決
けっ
済
さい

でんしけ 姶挨

唖亜⽛茨
いばら

城
き

県
けん

取
とり

手
で

市
し

の地
ち

名
めい

は平
たいらの

がとりでを築
きず

いたことに由
ゆ

来
らい

するという。⽜ に入
はい

る人
じん

名
めい

は？ 117
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［FONT COLLEGE Vol.8］を開催
— 大里浩二氏、伊達千代氏をお招きして —

「伝える」というデザイナーの仕事を、フォントで支えるMORISAWA PASSPORT。
1,500以上の多彩な書体から、目的に合ったフォントを選び出すために
知っておきたいフォントの役割や選び方の基本などをまとめたセミナーを

2021年11月30日（火）、MORISAWA PASSPORTユーザに向けてオンライン開催しました。

2021年11月30日（火）にMORISAWA PASSPORT
ユーザを主な対象としたオンラインイベント、「FONT 
COLLEGE Vol.8 フォントの教科書　～書体選びの基本
とデザインのしくみ～」を開催しました。講師に記事の監修・
執筆を担当した大里浩二氏と伊達千代氏を迎え、
「+DESIGNING Vol.52」に掲載された特集記事「フォ
ントの教科書」を掘り下げた内容となりました。
第一部は、「フォントのあり方から現代デザインの潮流」と

題した大里氏の講義。人類の持つ「概念化」という能力を
キーワードに、私たちは思いのほか幅広い形を「文字」とし
て読める、だからこそ文字を使うときは冒険して良いと大里
氏は説明します。一方で、フォントを選ぶことは組むことと一
体であり、実際に組んで試すことが大切であることも強調さ
れました。
第二部では視聴者参加型のオンラインワークショップを開

催。「昭和と令和」「ドラマのタイトル」「書影」という3種の

お題に挑戦しました。時代感や心情、作品の世界観といった
複雑な情報を文字で表現することを通じ、組むこととフォント
選びが一体となった、「文字を使う」仕事の流れが体験的に
理解できる時間となりました。一部作品は配信中に講評され
たほか、配信終了後に改めて全作品の審査が行われ、入選
作品はモリサワnote※で紹介されました。第三部は、大里氏
と伊達氏の対談です。2021年モリサワ新書体の注目株や
使ってみたいシーンの話題に始まり、「+DESIGNING 
Vol.52」でも紹介されたフォント選びのセオリーがより深く
解説されました。活躍中のデザイナーの談話も紹介され、
「パッケージデザインに新書体を取り入れる意味」「個性的
なフォントの使い所」「フォント選びは決めつけず、多くの書体
を実際に組んで試す」といった、すぐにでも参考にしたい実
践的な情報の詰まったセミナーとなりました。

（左）第三部での対談の模様　（右上）ワークショップに挑戦する参加者
（右下）左から、講師の伊達千代氏、大里浩二氏

※モリサワ公式noteでの詳しいレポートはこちら　
https://note.morisawa.co.jp/n/n6e04dbe3a184
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UD新ゴ（AP版） FONT ;

みと、発展を続ける都市部と雄大な自然の調和や共生社会
の推進などが評価されました。また、相模原市SDGs推進
室の運営するSDGsを楽しく学ぶメディア『SDGs one by 
one』Webサイトは、月30万PVを超えるなど市民の間で
もSDGsへの関心が高まっています。
 ▶モリサワとのパートナーシップ

モリサワは、2020年11月に相模原市の主催する「さがみ
はらSDGsパートナー」に参画し、SDGsの達成や地域課
題の解決、SDGsの普及啓発に取り組む企業としてパート
ナーシップを結びました。相模原市の目指す「誰一人取り残
さない社会」の実現に向けて、相模原市の広報紙『広報さ
がみはら』やWebサイト『SDGs one by one』にUD
フォントが採用されています。制作をご担当されている方か
らは、UDフォントの視認性や可読性について「行政が発信
する情報は正確に伝えることが重要な
ので、誰もが読みやすく、情報の質を
向上できることに大変意義がある」と
評価されています。

 ▶豊かな自然と高い都市機能を持つ相模原市

相模原市は、神奈川県で第3位の人口の政令指定都市
です。都心からも約1時間でアクセスできる利便性の高い都
市機能と、川や山など豊かな自然を併せ持ちます。さらに、
首都圏では珍しく市内に5つのダムがあり、休日には観光放
流や自然の感じられるスポットに多くの人が集まります。また
近年、宇宙航空研究開発機構（JAXA）相模原キャンパス
は、さまざまな宇宙科学研究の拠点として注目され、施設見
学に多くの人が訪れています。
 ▶SDGs未来都市としての相模原市

相模原市は内閣府より2020
年度「SDGs未来都市」に選
定されています。SDGs未来都
市は、経済・社会・環境の三側
面の統合的取組みにより、新た
な価値を創造する提案を行った
自治体が選定されるものです。
相模原市のSDGs推進の取組

次号は 2022年6月発行 です

※�記載されている会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。Morisawa Magazine | 2022 Spring8

Morisawa Magazine は「Catalog Pocket」で配信中！

お問合せ・ご要望は　
ブランドコミュニケーション部広報宣伝課 E-mail: pr@morisawa.co.jp
WebサイトでのMorisawa Magazine閲覧は
www.morisawa.co.jp/about/morisawa-news

デジタルブック「Catalog Pocket（カタログポケット）」にて
Morisawa Magazineを毎号配信中です。このアイコン⭢
がある記事には、誌面未掲載の画像などが追加されています！

業界初！？ フォント擬人化コメディ漫画開幕！
Webコミックサイト「ヤングエースUP」にて無料掲載中！

モリサワは、文字を通じて社会に新しい価値を提供するとともに、SDGs達成に貢献することを宣言しました。
今回は、さがみはらSDGsパートナーでもある相模原市様の事例をご紹介します。

～72万人の市民のための「正確に伝える」「正確に伝わる」情報発信
「誰一人取り残さない社会」の実現を目指す相模原市～

モリサワのSDGs貢献

■弱視や高齢者にも見やすい、読みやすいフォントを提供
■�読み書きが苦手なディスレクシアの子どもたちに配慮したフォントを教育現場に提供
■�各種文書・資料、プレゼンテーションや看板、公共物の情報を正しく分かりやすく伝える
情報のユニバーサルデザイン化を支援

■�言語に関わらず、正しく情報提供ができるように文字情報の多言語化を支援
■�文章を読む速さの向上、誤読の削減によって、業務の効率化を支援

モリサワUDフォントはSDGsへ貢献します

相模原市
Sagamihara City

▲『�SDGs one by one』サイトを�
案内してくれるイメージキャラク
ター（左から、えすでぃーくいず
ちゃん、えすでぃーちーずくん、
サラリーディーズくん）

本インタビューの
全文はこちら

●今号のフォント
表 紙：秀英にじみアンチック B /秀英にじみ角ゴシック銀 B / 

秀英丸ゴシック B / 秀英にじみ丸ゴシック B / はせミン B / すずむし 
本 文：UD黎ミン R、UD新ゴNT（AP版） L / R / DB
見出し：見出ゴMB31、黎ミン B 、UD新ゴ（AP版） DB、Lutes UD PE Bold

P.6 使用事例でみるモリサワフォント

P.7 ［FONT COLLEGE Vol.8］を開催　
　   ̶ 大里浩二氏、伊達千代氏をお招きして ̶

P.8 モリサワのSDGs貢献
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インタビュー

Morisawa Magazine
モリサワのいまをお届けする [モリサワマガジン]

2022 SPRING

ISSUE

モリサワUDフォントが
毎日のビジネスにもオススメな理由


